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人口 350 人程度の小さな村カッスルクーム。15 世紀から
ほとんど変わらない素朴な街並みで人々を優しく迎える。

素朴な景観を残す村

カッスルクーム

コッツウォルズ
 全４回シリーズ 

第４弾

メイン・ストリートにあるティールーム「The Old Rectory Tearoom」。アットホームな飾りつけ
が村の雰囲気によくなじむ。

村の毛織物産業を支えたバイブルック川から眺めるメイン・ストリート「ザ・ストリート」。

村
の
中
心
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
プ
レ
イ
ス
。
屋
根
付
き
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
は
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ク
ロ
ス
」
と
呼
ば
れ
、
村

の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
。
写
真
手
前
は
、
か
つ
て
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
ホ
ー
ル
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
「
バ
タ
ー
・
ク
ロ
ス
」。
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「
城
（castle

）
の
あ
る
深
い
峡
谷
（
ク
ー

ムcom
be

）」
を
意
味
す
る
カ
ッ
ス
ル
ク
ー

ム
。
も
と
も
と
は
丘
に
囲
ま
れ
た
村
の
地
形

に
ち
な
み
「
ク
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

が
、
12
世
紀
半
ば
に
防
衛
の
た
め
の
城
が
建

て
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
定
着
し
た

（
城
は
現
存
し
な
い
）。
村
の
北
東
部
に
車
を

停
め
、
生
い
茂
る
木
々
に
囲
ま
れ
た
緩
や
か

な
下
り
坂
を
歩
く
と
、
は
ち
み
つ
色
の
ラ
イ

ム
ス
ト
ー
ン
が
特
徴
的
な
家
々
が
建
ち
並
ぶ

三
叉
路
に
た
ど
り
着
く
。
こ
こ
が
村
の
中
心

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
プ
レ
イ
ス
」
だ
。
メ
イ
ン
・

ス
ト
リ
ー
ト
と
な
る
「
ザ
・
ス
ト
リ
ー
ト
」

が
弧
を
描
く
よ
う
に
伸
び
て
い
る
が
、
パ
ブ

を
除
い
て
は
際
立
っ
た
商
業
施
設
が
見
当
た

ら
な
い
。
村
の
中
心
地
に
し
て
は
控
え
め
で
、

落
ち
着
い
た
印
象
だ
。

　

現
在
に
残
る
街
並
み
が
形
成
さ
れ
た
の

は
15
世
紀
、
羊
毛
産
業
が
全
盛
期
を
迎
え
た

頃
の
こ
と
。
村
を
流
れ
る
バ
イ
ブ
ル
ッ
ク
川

沿
い
に
織
工
た
ち
の
た
め
の
住
居
兼
作
業
場

「
ウ
ィ
ー
バ
ー
ズ
・
コ
テ
ー
ジ
」
が
築
か
れ
、

豊
か
な
水
の
恩
恵
を
受
け
て
、
生
産
が
進
め

ら
れ
た
。
村
の
自
慢
は
、
赤
色
と
白
色
か
ら

な
る
毛
織
物
「Castle Com

be Cloth

」。
兵

士
用
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
使
わ
れ
、
ブ

リ
ス
ト
ル
や
サ
イ
レ
ン
セ
ス
タ
ー
で
開
か
れ

て
い
た
大
規
模
な
布
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
取
引
さ

れ
た
ほ
か
、
遠
く
は
ロ
ン
ド
ン
に
ま
で
運
ば

週刊ジャーニー編集部では、カッスルクーム
を題材に３分半ほどのショートフィルムを制
作しました。下の QR コードを読み込むか、
YouTube ま た は Google で「 英 国 ぶ ら 歩 き 

カッスルクーム」
と検索して、ぜひ
ご覧ください。

動画へ

Go!

信頼で成り立つ（run on trust）無人販売所。手作りのケーキやジャム、はちみつなどのほ
か、18、19 世紀の街並みを捉えたモノクロ写真が販売されている。購入の際は、玄関ドア
の郵便受けに代金を入れるのをお忘れなく。

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ク
ロ
ス
の
脇
に
あ
る
古
び
た
ポ
ン
プ
。
ハ
ン
ド
ル
部
分
が
な
く
機
能
し
て
い
な

い
も
の
の
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。
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れ
る
ほ
ど
需
要
を
高
め
た
と
い
う
。
確
か
な

技
術
で
織
ら
れ
る
「Castle Com

be Cloth

」

に
よ
っ
て
村
の
経
済
が
潤
う
と
、
や
が
て
週

に
１
回
、
市
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
地

元
の
小
作
人
が
野
菜
や
チ
ー
ズ
を
地
面
に
並

べ
、
財
力
の
あ
る
商
人
は
屋
台
を
設
け
て
農

作
物
を
販
売
。
遠
方
か
ら
は
裕
福
な
業
者
も

参
加
し
て
商
売
が
行
わ
れ
、
商
人
ら
の
威
勢

の
よ
い
声
が
村
中
に
響
い
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
干
ば
つ
に
よ
る
川
の
水
位
の
低

下
が
産
業
に
影
を
落
と
し
始
め
る
。
そ
の
後

は
、
コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
の
ほ
か
の
村
々
が
た

ど
っ
た
歴
史
と
同
じ
よ
う
に
、
産
業
革
命
の

波
に
呑
ま
れ
て
し
ま
う
。

　
「
そ
の
お
か
げ
で
」
と
言
う
と
当
時
の
村
人

に
申
し
訳
な
い
気
も
す
る
が
、
時
代
の
流
れ

か
ら
取
り
残
さ
れ
た
結
果
、
現
在
、
中
世
の

面
影
が
漂
う
こ
の
村
に
は
か
つ
て
の
喧
騒
と

は
対
照
的
に
素
朴
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が

漂
い
、
国
内
外
の
観
光
客
を
魅
了
し
て
い
る
。

好
景
気
に
沸
き
商
売
人
を
惹
き
つ
け
た
村
が
、

今
で
は
静
寂
さ
に
よ
っ
て
人
々
の
心
を
捉
え

て
い
る
こ
と
を
思
う
と
移
り
変
わ
る
時
代
の

面
白
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
ひ
っ

そ
り
と
歴
史
を
歩
む
こ
の
村
へ
と
散
策
に
出

か
け
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　数々の映画のロケ地となってきたカッスルクーム。最
近では、ジェレミー・アーヴァイン、エミリー・ワト
ソンのほか、ベネディクト・カンバーバッチも出演する
2011 年公開のスピルバーグ監督作品「War Horse（戦火
の馬）」の撮影で話題となった。アスファルト舗装された
通りには土が敷かれ、建物の外観を煤けさせるなどして
第一次世界大戦前が再現されているが、登場人物の衣装
を除けば今と変わらない雰囲気。たとえば下のシーンは、
12、13 ページ中央の写真と同じ場所で撮影されたもの。
予告編でも確認できるので、要チェック！

スピルバーグ作品にも登場！
War Horse

バイブルック川沿いに
建ち並ぶ「ウィーバー
ズ・ コ テ ー ジ（The 
Weavers' Cottages）」。
羊毛が栄えた時代、織
工の住居兼作業場とし
て建てられた。寝具と
して用いられる「ブラ
ン ケ ッ ト 」 の 語 源 と
なったとされるブラン
ケット兄弟もここで暮
らし、川沿いの湿気か
らくる寒さをしのぐた
め、羊毛で大きな生地
を作ったと言い伝えら
れている。

豊かな自然に包まれるカッスルクームの街並み。左奥に高くそびえるのは聖アンド
リュー教会。現在、映画「War Horse（戦火の馬）」の撮影時を紹介する写真が展示
されている。

映画の予告編は
こちらから

▲ 「War Horse」
軍に徴用され、戦争
の最前線に送られた
馬と飼い主の青年の
友情を描いた感動の
物語。農夫の息子ア
ル バ ー ト の 深 い 愛
情を受けて育った馬
ジョーイが、軍隊に
売られてしまい…。
DVD ７ポンド 
www.amazon.co.uk
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Travel Information    2018 年９月３日現在

Oxford
Bristol

London

●

● Bourton-on-the-Water 
▲

８月16日号
● Burford  

▲

８月 16 日号

●

● Broadway 

▲  

８月 23 日号

● Bibury 

▲

８月 30 日号

●

Gloucestershire

Worcestershire

Wiltshire

Stow-on-the-Wold

 
▲

８月 16 日号
Oxfordshire

Chipping Campden

 
▲

８月 23 日号

Warwickshire

■ ロンドンから車
M4 を西へ進み、ジャンクション 17 で Chippenham/Cirencester 方
面の A350/A429 に出て、A350 を進み B4039 に入る。所要約２時間。

■ ロンドンから公共交通
London Paddington 駅から電車 Chippenham 駅まで行き（所要１
時間 40 分程度）、バス 35 に乗りかえておよそ 20 分で到着する。

★ Castle Combe
M4

A46

A4

A350

A350

A420

M4

● Bath

Castle Combe
    

▲  

 ９月６日号 過去の記事は
こちらから

●
Chippenham

　村をなんとなく散策しているだけでは
気づきにくい、隠れ家的な場所がこのホ
テ ル「The Manor House Hotel」。 ゴ ル フ
場を有するこの５つ星ホテルは、14 世紀
に村の領主の屋敷として建てられた後、
1947 年に最後の領主が屋敷と敷地を手放
したことにより、ホテルとしての道を歩
み始めた。
　目印となるのは、バイブルック川に架
かる橋の近くに佇む看板。その先の正門
を進むと総面積 365 エーカー（東京ドー
ムのおよそ 32 個分！）を誇る敷地の一部

ミシュラン・レストランを有する
The Manor House Hotel

www.exclusive.co.uk/the-manor-house

が目の前に現れ、素朴な村とは一味違っ
た、豪奢な雰囲気に圧倒される。
　客室は、蔦が這う趣深い本館と、別館
となるコテージに分かれ、全 48 室それぞ
れ異なるスタイルで彩られている。館内
にはミシュラン１つ星に輝くレストラン

「The Bybrook」があるので、宿泊しなく
とも、食事やアフタヌーン・ティーを堪
能して庭園を散策してみれば、思い出に
残るカッスルクーム滞在となるはずだ。

ゆったりとした時間の流れを感じさせる堂々とした本館。写真右に見える階段をのぼると、イタリア式庭
園へとつながる。


